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３ 希薄溶液の性質

Ｆ 浸透圧と分子量

●浸透圧とモル濃度・絶対温度の関係

希薄溶液の浸透圧は，溶質の種類に無関係で，溶液のモル濃度〔mol/L〕と絶対温
度に比例する。

ΠＶ＝ｎＲＴ

Π：浸透圧（Pa），Ｖ：溶液の体積（L ），ｎ：物質量（mol），Ｔ：絶対温度（K）
Ｒ：気体定数と同じ値 8.3× 103 Pa･L／(mol･K)

問１ 0.01molのグルコース C6H12O6を水に溶かして 100mLにした水溶液の浸透圧は，
27℃で何 Paか。

解１ Ｖ＝ 100／ 1000＝ 0.1Ｌ
ｎ＝ 0.01mol
Ｒ＝ 8.3× 103 Pa･L／（mol･K）
Ｔ＝ 27℃＋ 273＝ 300K
これを式に入れてΠを求める。

Π× 0.1（L）＝ 0.01（mol）× 8.3× 103× 300（K）
よってΠ＝ 2.49× 105

（Pa）

問２ 1.2gのグルコース C6H12O6を水に溶かして 200mLにした水溶液の浸透圧は，
27℃で何 Paか。ただし，H=1.0，C=12，O=16とする。

解２ 問題文にｇ（グラム）を見たので，まずは分子量の計算をする。

C6H12O6 ＝ 12× 6＋１× 12＋ 16× 6＝ 180
グルコース 1.2gの物質量を求める。

180ｇ → １ mol
1.2ｇ → ｘ mol

180×ｘ＝１× 1.2 となるので，ｘ＝ 1.2÷ 180（mol）＝ｎとなる。
他の値は，

Ｖ＝ 0.2Ｌ
Ｒ＝ 8.3× 103 Pa･L／(mol･K)
Ｔ＝ 2.7℃＋ 273＝ 300K
となるから，これを式に代入して，Πを求める。

Π× 0.2＝ 1.2÷ 180× 8.3× 103
× 300

よって，Π＝ 8.3× 104
（Pa）
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問 21 27 ℃における 0.10mol/L 塩化ナトリウム水溶液の浸透圧は何 Pa か，ただし，気体

定数はＲ＝ 8.3× 103 Pa･L／（mol･K）とし，塩化ナトリウムはすべて電離してい
るものとする。

解 21 塩化ナトリウムは 0.10molが水溶液中に溶けているが，すべて電離しているので，
NaCl → Na ＋ ＋ Cl －

0.10mol→ 0.10mol＋ 0.10mol＝ 0.20molが水溶液に存在することになる。
従ってｎ＝ 0.20molとなる。
他の値は次の通りとなる。

Ｖ＝１ L
Ｒ＝ 8.3× 103 Pa･L／（mol･K）
Ｔ＝ 27℃＋ 273＝ 300K
となるから，これを式に代入して，Πの値を求める。

Π×１＝ 0.20× 8.3× 103× 300
よって，Π＝ 4.98× 105

（Pa）

問 22 27℃において，ある非電解質 6.0gを溶解した水溶液 100mLの浸透圧は，8.3× 105Pa
であった。この非電解質の分子量を整数値で求めよ。ただし，気体定数はＲ＝ 8.3
× 103 Pa･L／(mol･K)とする。

解 22 この場合は，

ΠＭＶ＝ｍＲＴ

の式を使いＭを求める。

それぞれの値は，

Π＝ 8.3× 105 Pa
Ｖ＝ 0.1L
ｍ＝ 6.0g
Ｒ＝ 8.3× 103 Pa･L／(mol･K)
Ｔ＝ 27℃＋ 273＝ 300K

となるので，これを式に代入して，Mの値を求める。
8.3× 105

× 0.1×Ｍ＝ 6.0× 8.3× 103
× 300

よって，Ｍ＝ 180


